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1600万

円
予算きまる

咫
扣
Ｅ
卞
癶
鑠
虔
の
眄
箏
篝
が
、
峇
る
Ξ
扁
卞
Ｅ

　
陬
讚
翕
で
謳
浹
さ
れ
ま
し
た
。

｛

殷
衾
肚
の
箏
篝

綛
頷
は
卞
セ
怩

｝
チ
亢
沍
刄
囘

で
、
稍
鑠
虔
屶
］朷
孑
篝
と
疣
べ
る
と
、
Ξ
偬
｛

キ
§

刄
囘
の
臧
と
な
り
、
乖
に
し
て
｛

Ξ
・
囮
％

の
濺
と

な
り
ま
し
た

。

ま
た
恃
剔
衾
肚
の
う
ち

　
　
く
　
　

に
つ
い
て
は
、

掖
怩
隍
舂
效
は
槓
ば
い
の
狄
釀
で
す
が
怩
陟
紿
忖
贄

は
淮
に
墫
匐
し
、
奎
沐
の
箏
諄
の
擺
槇
は
箚
鑠
に
訛

べ

る
と
セ

茗
刄
の
墸
と

な
り
、
乖
に
し
て
。

∇

Ξ

％
の
俥
び
と
な
り
ま
し
た
。

歳
　
　
　

入

礎
人
の
工四
・
六％

を
占
め
る
地
方
久
付

睨
は
、
例
年
噸
調
な
伸
び
を
兒
て
む
り

ま
し
た
が
、
昭
和
ハ
ト
ハ
年
峻
は
、
地

方
財
政
叶
画
の
中
で

四・（
％
の
滅
の
’ｒ

算
で
あ
り
、
当
町
で

も
こ
の
波
を
受
け
、

前
年
度
当
切
戸
算
と
比
べ
て
、

こ・一
死

減
、
九
偐
．
．．１

六
ぼ
万
円

と
な
り
ま
し

た
．．町

税
収
入
は
歳
入

総
額
の
二
う

貿

を

占

め
、
加
年
当
初
ｆ
葆

に
比

べ
て
ミ
・『

％
の
川
と
な
り
ま
’
』
だ
．
こ
れ
は
給
与

所
呀
の
仲
び
に
よ
る
町
民
咬
（
側
人
分
）

の
川
と
固
定

資
産
税

が
前
年
と
比

べ
て

一
五・
詣
″
の
伸

び
が
ｋ

な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

峻
人
総
額
の
（
・
四
％
を
占
め
る
国
県

攴
出
金

は
、
前
年
度
と
比

べ
て
、
倒
川

攴
出
金

が
き
・
ｎ
％
、
県
支
出
金

が
９
（
％

の
減
額

と
な

っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
牋

ｆ
セ
ン
タ
ー
、
県
北
巾
学
咬
夜
間
川
明

設
疏
費
川
助
金

。
老
人
医
療
費
ｎ

批
金

の
減
が
Ｋ

な
も
の
で
１
。

自
主

財
源
は
一一
皿
・
九
％

‘収
人
ｆ

算
を
自
Ｅ
財

紳
｛
町
が
収
人

顫
を

兄
禎

り
徴
収

す
る
自
Ｋ
的
財
源
｝

と
国
県
等
依
存
財

源

一
国
県
下
か
ら
交

付
さ
れ
た
り
、
割
り
山

て
ら
れ
る
収
人

）

と
に
分
ｊ
る
と
:

 
ﾐ 
4
- ･ 
4

二

％

臨
い
。写

外
％
と
な
っ
て
い
ま
す

町
税
の
内
訳

圃
定
資
産
脱

町
　
民

税

町
た
ば
こ

消

費

税

電
　
訊

税

そ
　
の
　
他

税の負担

|刮定資産税 個人町民脱

一世帯当り

59.472円
】人当り12.

 1 円



一般
会計 17

億
昭和58年度

歳
　
　
　
出

一
・
と
‘
ら

破
出

の
川
な
り
い
は
．
ぬ
の

と
む
り
に
々
－

で
い
ま
十

隅
成
比
の
鳥
い
礼
い

か
ら
み
て
み
ま

十
耳

教
育
叫

、
総
鴟

費
、
衛
生
費
、

Ｌ
私
叫
、
ａ

脯

私
産
裏

費
、
公
債
費
、

民
生
費
ｌ．・
う

り
、
ヒ

費
川
で
ｔ

体
の
尾

．
％
を
占

め
て

い
ま
す

前
年
峻
当

初
。Ｐ
侭

と
の
比
似
で
は
、

十
木

費
の

．
八
％
川
．
衛
生
費
一
．雲
ｙ

の
伸
び
家
で
、
残
る
令
費
け
が
軒
拡
み
減

と
″．４
り
ょ
｀
’－
た
・
．

減
細
と
な
Ｉ。
た
卜
な
糺
の
は
、
阮
叶

線
渇
水
対

策
事
霎

が
ほ

ぽ
終
．Ｊ
し
た
の

气

老
」へ
区
療
関
係

が
拝

別
会
計

と
な

・．
た
た
め
に
民
生
叫
が
人

幅
に
減
額
と

な
り
ま
し
た
で

総　務　費

･･　渇水対 町卜裳費　　　　　　　　　　　647  わ ｰ

･･　文通安 啓 費　　　　　　　　　　　507  万･Ilj

卜　 広・ 活鉤四　　　　　　　　　　　　　358 力111

●　徹IQ費,il算センター艙 托 料　　　　　　319 万円

●　選挙費 県球会選挙費　　　　　　　　254 り|'|

町議会選挙費　　　　　　　　25･ りjll』

●　統計調査費　　　　　　　　　　　　　103 万川

●　国 上利用jl･肉印刷製本費　　　　　　　10 卩丿川

教　育　費

●　各小学校フー･レ設備工事費　　　　　　l.  660万円

しjヽ坂小・藤IH小・人木戸小夕

●　文化財保護費　　　　　　　　　　　　484 万円

●　県北中幸咬舎修繕１亊・フール更人補修　372 万円

●　県北中学校体育館川根塗装Ｄμ　　　　　230 万円

卜　 公民館冷暖房施設工事費　　　　　　　2 （爿.リj円

●　幼稚|伺窓サッシ）l事費　　　　　　　　　68 万川

土　木　費

●　道路新設改良費　　　　　　　　 口き 1 曾 50万川

(道路改良舗装工･11は13路練j

●　河川維持改良費　　　　　　　　　　2  靆 32万円

●　町裏水燃改修費　　　　　　　　　　　597 万円

●　町営住宅管理費　　　　　　　　　　　257 万川



農林水産業費

●　各槞土地改良区事業負担金　　　　　8.432 万111

卜　 赤坂林道県営事業負担金　　　　　　2.  引 4万円

●　地域農裏振興･恥業楠助金　　　　　　1.  6 ｶ  ゙円

●　地域開発整備関漣曩林裏対策費　　　　1,300 万円

|･　米樹共同選果施設合理化事ｌ 補助金　　1.104 万円

卜　 農１委ｎ 会費　　　　　　　　　　　　614 万円

･･　転作基盤合理1ﾋ対策費IIパイプハウス）　567 万円

･･　落・ｌ 樹低位生産園再川事裏補助金　　　4 円

●　畜産裏関係費g 町営牧野整備費ほかJ　　119 万円

商　工　費

●　中小企 興 託 金　　　　　　　　　800 万円

●　商工振興推進費（商工会へ）　　　　　400 万川

●　労働舂金融対策笊託金　　　　　　　　299 万円

●　街灯継持補助 金　　　　　　　　　　　65 万川

消　防　費

●　防火施設継持補修費　　　　　　　　　160 万円

･･　防火貯水槽設置加助命　　　　　　　　98 万円

民　生　費

●　藤 川 保 育所運営管理費総簡　　　　　3.6  お万111

●　児嗔fリli扶助費　　　　　　　　　　2  ､ 573万円

●　季節f泌育所運糞管理費総額　　　　　 】.081万円

●　重癨心身障害六医療費補助　　　　　　700 万円

●　触老祝金　　　　　　　　　　　　　24j1 万円

●　老人ホーム組合ri担 金　　　　　　　　217 万川

●　老人クラブ助成金　　　　　　　　　　2 】2万111

●　孔92医瞭|刪呆会JI耡出 金　　　　　　　ｰ  75 】

●　老人家庭委託料　　　　　　　　　　　161 万111

●　乳児吠瞭扶助費　　　　　　　　　　　150 万円

●　人工遺析患者油院女通費脯助　　　　　　19 万円

保健衛生費

卜　 公,y藤Ⅲ総合病院負 担 金　　　　　 日 企 2. 6 円

●　各Ｍ検冊喞鵞など　　　　　　　　　　731 万川

●　ごみ収集Ｓ琵桝　　　　　　　　　　　672  円

●　昆虫駆除 薬耐費　　　　　　　　　　　188 万円

●　 二町人葬場協議会飢担衾　　　　　　　ｰ  06 塘 ﾄ ﾘ

･･ 健曝づくりほか　　　　　　　　　　　93 万円

公　債　費

・　町債元利償還金　　　　　　　　　l億8.919万円

水　道　事　業　 会　計

科　　目 本年度額 齡年慶節 比　　 収

収藍的

収 入 地 3 ､ 万 ｰ 住 2.145万円 L359万円

支‘ 出 一 億 1.500 万円 ｰ 健 2.145万円
△　64S万円

資本的

収 入 ０ l. 882万円 △|.882万円

支出 2.5 四万円 2.980万円 △　451万円

資本的収入額が資本的支出に対して不足する額

2 . 529万円は過年度損益勘定留保資金及び当年

度損益勘定留保資金で袖てん

特

別

会

計

その他 の 特 別会 計

会 計 名 本年度 顏 謫年度篥 此　　 較

ｌ 民健喙保踰 5 3.5 万円 5 地 2.88万円 7(X)万円

貝Ⅲ簡易水道 S67万円 572万円 a　5 万円

育　　　 英 558万円 396万円 162万円

入山財羝区 932万円 84)5万円 127万円

藤田 財産区 71万円 92万円 △21 万円

大木戸財産区 恥万円 32万円 18万円

町 老人保健 円 ０ 醐 碵1



世
界
児
童
画
展
で

読
売
新
聞
社
賞

呶
呶
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
芙
術
館
で

聞
か
れ
た
第
ト
ー．二
回
匿
Ｗ

児
童
画
展

に
．

小
林
．白
合
ｆ
ち
ゃ
ん
｛
藤
川
小

．
￥

｝

は
「
而
の
日
」
を
出
品
し
て
読
売
新
闘

社
叢
に
輝
き
ま
し
た
．

ま
た
．
材
Ｌ
正
咐
く
ん
、
秀
和
く
ん

の
兄
弟

’
森
江
野
小
．にａ
乍
ご

．一
￥

）
も

そ
れ
ぞ
れ
人
選
し

。

『
小

さ
な
幽
家
の
家
‘

ｔ

宰
の
石
原
晃
糞
さ

ん
も
八
陬
連
続
の
指

導
者
賞

を
唾
賞
し
ま

し
た
。

「
桁
導
古
賞
八
年

連

続
は
う
ね
し

リ

小
林
ａ

合
Ｆ
ち

や
人

の

『
雨
の
日
』

は
、

顏
の
表
情
も
形
の
大

き
さ
も
、
手
の
位
置

も
傘

も
そ
れ
ぞ
れ
追

っ
て

い
ま
す
。
厩

念

で
か
い
て
い
る
の
で

な

く
感
情
が
こ
も
っ

て

い
る
証
拠
で

す
。

子
供
が
生
来
も
っ
て

い
る
感
覚
が
の
び
の

ぴ

と
発
揮
さ
れ
て
い

ま
す

。
」

と
石
原
さ

ん
は
語

っ
て

い
ま
し

た
。

あの人この人

61
新作「 そうじゃない か」作詞作曲の

増田 幸治さん
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「

こ

ん

と

作

川

作

曲

し

た
１

そ

う

じ

．‥
、

な

い

か

”

は

、

知

人

の

お

嬢

さ

ん

に

冴

り

を
．
皿
‥
い

て

い

た

だ
ｙ

ま

ｌ

だ

．．

駅

前

の

膏

町

正

も

さ

八

一

乍

抑

協

同

日
｀
町

い
文

部

長

一

に

へ

冫

‐．

と
・
り
た
二

て

き

か

せ

た

Ｉ
气

仏

た

ら

Ｃ

５

た
こ

て

み

た

い

と

共

叫

さ

れ

ま

し

だ

の

で

自

にい

を
、
持

ら

ま

ｌ

た
７

今

献

、

斷

潟

で

閧

か

れ

る

令

抑

は

の

総
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に

披

ぶ
ｒ

る

陌

り
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１

」

い

ま

か
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．
．
卜

叺

弔

前

、

世

ｗ
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強

を
．
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る

関
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拠

か
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南
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双
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力
．
残

留
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鰍
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よ
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を
Ｉ
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…
…
…
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東
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“
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．
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・
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匕
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タ
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収
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叺
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．
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を
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、
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ｙ
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を
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Ⅲ
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い
で

た
あ
の

眼

が
　

忘

ら
り

よ
か

そ
・
亅
じ
ゃ
な

い
か
　

そ
う

じ

ゃ
な

い
か

お
れ

た
あこ
？

’―

ケ
　
ーー

シ

ベ
リ
ヤ
強

制
収

容
所
の

乍

き
残
り

ミ

．
々

に
が
あ

っ
て
も
　

む
し
え
て

く
れ

よ

遠
き

亅
る

な
ど
　

承
く

さ

い

お
ま

え
が
泣

く

と
き
ゃ
　

お

れ
む
泣

く

そ
う

し
Ｉア
な

い
か
　

そ
・
り
し

Ｉ。
な

い
か

む
ね

た
ら

元‐

・
ン
ベ
リ
ヤ
強

制
収

容
叫

の
生

き
残
り



自
　
　
　

覚

県
北
中
　

二
年

鴨
田
美
代
子

『
き
れ
い
な
選
挙
を
Ｉ
』

こ
れ
は
選
挙
の
と
き
の
標

語
で
あ
る
が
、

。
体
ど
れ

ぐ
ら
い
の
人
が
守
っ
て
い

る
か
Ｉ
と
考
え
る
こ
と
が

あ
る
。

汚
職
行
為
を
し
た
人
が

逮
捕

さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス

を
よ

く
耳

に
す

る
が
、
そ
れ
ま
で
し
て
当

選
し
た
い
の
か
と
不
思
議

に
思

う
。
そ
れ
は
、
私
速

・
か
「
政
治
の
世
界
」
を
ま

だ
よ
く
知
ら
な

い
せ
い
か

も
し

れ
な

い
。
し
か
し

。

戦
う
の
な
ら
正
々
窒
々
と
戦
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
の
が
み
ん
な
の
「
願
い
」
で

あ
り
、
「
あ
た
り
ま
え
」
の
こ
と
で
あ

る
。
‐

が
、
「
あ
た
り
ま
え
」
な
こ

と
が
出
米
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

物
で
人
を
つ
ろ
う
と
す
る
人
が
私
遠

の
先
頭
に
立
と
う
と
し
て
い
る

Ｉ

そ

ん
な
こ
と
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と

で
あ
る
、
が
、
今
の
仲
の
中
は
、
Ｔ
Ｖ

ド
ラ
マ
の
よ
う
に
う
ま
く
い
か
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
で
は
正
々
堂
々

と
戦
お
う
と
す
る
人
が
ぱ
か
ら
し
く
思

う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
正
々
堂
々
と

喊
お
う
と
し
て
い
る
も
の
と
、
裏
で
悪

い
こ

と
を
し
て
戦
む
う
と

し
て

い
る
も
の
と
が
戦

っ

て
、
正

々
堂
々
と
喊

っ
た
’

も
の
が
負
け
た
場
合
で
も
、
自
分
は
、

正
々
富
々
と
戦

ゝ
た
結
米
ｎ

け
た
ん
だ
、

た
と
え
相
手

が
良
で
細
Ｅ
を
し
て

い
た

と
し
て
も
、
負
け

に
は

か
わ
り
な

い
ん

だ

か
ら
仕
力
が
な
い
と
思
う
人
も

い
る

で
あ
ろ
う
。

投
票
す
る
方
も
、
よ
く
考
え
て
投
票

し
て

い
る
か

Ｉ

真
剣

に
考
え
て
投
票

す
る
人
も

い
れ
ば
、
催
い
考
え
で
投
票

す
る
人
も

い
る
だ
ろ
う
。
「
選
挙

」
と

は
、
自
分
遠
の
光
頭
に
仇
つ
人
を
遮

ぷ

の
だ
か
ら
、
も
っ
と
真
剣

に
選
ん
で
ほ
し
い
と
思

う
。

「
あ
の
人
と
知
り
合

い
だ

か
ら

Ｉ

」
と
か
、
『
む

金
を
も
ら

っ
た
か
ら

Ｉ

』

で
は
、
投
票
す
る
意

味
が

な
い
と
思
う
。
た
だ
、
そ
の
人

の
名
的

を
轡
く
だ
け
な
ら
、
小
学
生
に
だ
。つ
て

で
き
る
。
自
分
達
は

。
小
幸
生
と
は
違

う
。
そ
れ
は
、
自
分
達
は
。
投
票
い

る

権
利
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
法
の
ｈ

か

ら
み
て
も
、
自
分
達
は
認
め
ら
れ
る
の

だ
か
ら
。

立
候
補
す
る
人

も
、
投
票
す
る
人
も

そ
れ
ぞ
れ
。
正

し
く
義
鴎
を
咀
’

す
よ
ｉ

に
、
も
っ
と
自
覚
し
て
ほ
し

い
。

佐
縢

恵
子

さ
ん

飯
塚

佳
織
さ
ん

鴨田美代子さん

消
費
生
活
の
苦
情
相
談
は

お
気
軽
に

佐藤洋子 さん

私
た
ち
が
物
を
賦
入
す
る
場
合
、
店

頭
で
の
外
、
通
信
販
売
や
訪
問
阪
売
を

利
川
す
る
な
ど
い
ろ
ん
な
方
法
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
消
費
生
活
上
の

ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
発
生
し
で
い
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
本
年
度
も
佐
藤

洋
子
さ
ん
｛
山
崎
舘
｝
が
消
費
者
モ
ニ

タ
ー
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
問

鮑
が
あ
れ
ば
お
訊
候
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
自
宅

山
崎
一
ｒ

田
二
一
二
〇

！

一
四
九
〇

森
巡
査
が
赴
任

小
坂
・
山
崎
（
一
部
）
担
当

査巡森

四
月
か
ら
。
藤
田
Ｕ
在
所
に
、
ｙ

坂

さ
人
の
後
任
と
し
て
、
森
浩
義
巡
査
が

赴
任
し
ま
し
た
。

森
巡
査
は
、
月
舘
町
出
身
の
こ
卜
こ

歳
の
独
身
の
好
寿
年
。
桑
折
腎
９
署
簪

燭
隊
か
ら
の
転
出
で
。
柔
道
三
段
の
猛

者
｛
も
さ
气

地
Ｋ
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し

く
お
願

い
し
ま
す
。

教
職
員
の
人
事
異
動

四
月
一
日
付
（
　
）
は
川
任

退
職

▽
阿
部
岑
生
｛
県
北
中

｝

転
出

▽
県
北
教
育
事
務
所
（
森
江
野
小
校
艮

）
中
瀉
肇
推
▽
保
原
町
立
保
原
小
（
森

江

野
小

）
熊
倉
富
上
夫

▽
い
わ
き
市
立

平
斜

ご
Ｉ小
（
森
江
野
小

）
須
藤
正
訓
▽

桑
折
町
立
阻
芳
小
（
小
）坂
小

）
尾
形
稽

隆
▽
福
島
市
立
清
水
小
（
藤
田
小

）
凧

津
見
子
∇
｀
‘
川
町
立
粟

野
小
｛
藤
Ⅲ
小

倉
鳥
嗔
こ

▽
霊

山
町
立
掛
川
小
（
藤
川

小

匸
瓦
し
嵐
聆
Ｆ

▽
傑
原
町
霓
保
原

小
）

一
人
木
μ

小

｝
堀
江

通
▽
爿
舘
町
伉
日

紹
巾
（
県
北
中

）
斎
藤
敏
子

▽
橘
鳥
市

冫
．命
日
小

一
県
北
中

）
油
玲
喜
笑
子

転
入

▽
森
江
野
小
校
長
（
岩
代
町
立
百
目
太

小
校
長

）
人

和
金
三
郎

▽
森
江
野
小
｛

保
原
町
立
保
原
小

｝
佐
藤
牧
衛
▽
森
江

野
小
（
船
引
町

立
移
小

）
掘
内
孝
夫
▽

小
坂
小
（
梁
川
町
立

富
野
小

）
高
檎
富

美
Ｆ

▽
藤
田
小
｛

桑
折
町
立
１
旧
態
芳

小

｝
佐
久
間
満
▽
藤
田
小
（
福
島
市
ｌ

松
川
小

）
阿
部
和
子

▽
藤
田
小
｛

新
探

川

｝
仲
村
匡
▽
藤
田
小
（
新
採
用
）
小
」

磯
侈
美
▽
大
木
μ

小
｛
天
栄
付
立
羽

鳥

小

｝
人
槻
浩
一
▽
県
北
中
｛

保
原
町
立

保
原
中

｝
小
関
重
遠

▽
県
北
中
｛

保
原

町
立
保
原
中

｝
人
見
玲
子
▽
県
北
中
｛

断
探
用

｝
千

葉
桂
子
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一推 進 協 議 会長 賞－

選
　
　
　
　

挙

県
北
中
　
二
年

佐
藤
　
玲
子

私
達
の
学
校
で
も
、
つ
い
先
日
、
生

随
会
役
ｎ
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

演
説
会
の
数
日
険
に
投
票
が
行
わ
れ
た

わ
け
で
す
。
立
候
補
者
は
。
ク
ラ
ス
の

中
か
ら
男
女
一
人
か
こ
人
程
度
選
び
ま

す
。
私
は
そ
の
選
び
か
た
に
少
し
納
得

の
い
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
成
績
が
い
い
か

ら
と
い
う
理
由
で
候
補
者
を
選
ん
だ
人

が
い
た
よ
う
だ
か
ら
で
す
。
生
徒
会
だ

け
で
な
く
、
阿
で
も
そ
う
だ
と
思
い
ま

す
が
、
み
人
な
の
中
心
と
な
っ
て
活
動

し
て
い
く
人
達
を
決
め
る
た
め
の
選
挙

な
の
で
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
成
績
だ
け

で
は
決
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
成
績
も
悪
く
て
は

こ
ま
る
と
思
い
ま
す
が
。
責
任
感
、
行

動
力
、
決
断
力
な
ど
が
あ
る
人
の
方
が

あ
た
え
ら
れ
た
仕
事
を
や
り
と
げ
、
さ

ら
に
。
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら

で
す
。
自
分
遠
の
生
活
を
さ
ら
に
よ
く

す
る
た
め
に
は
、
立
候
補
者
を
選
ぶ
に

し
て
も
『
こ
の
人
な
ら
…
』
と
い
う
人

を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
、
（
ま
た
学
校
内
の
話

に
な

る
よ
う
で
す
が
）
選
挙
の
時
も

『
？
さ

ん
と
友
だ
ち
だ
か
ら
・：
』

な
ど
と

い
う

理
由
で
選
ぶ
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、

そ
れ
で
は
だ
め
な
の
で

は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
友
だ
ち
だ
か
ら
、
そ
の
人
の

よ
い
所
を
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
投
票

す
る
と
い
う
人

も
い
る
し
、

い
ち
が
い

に
は
い
え

な
い
の
で

す
が
『
友
だ
ち
』

と
い
う
理
由
だ

け
で

遺
ん
で
し
ま
う
の

は
、
ち
ょ
っ
と
無
貞
任
だ

と
思

い
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
、
自

分
の

い
れ
る
一
票
が
こ

れ
か
ら
自
分
遣

の
代
表
者
を
き
め
て

い

く
ん
だ

と
い
う
自

覚
を
も

っ
て
投
票
し

な
け

れ
ば
な
ら

な
い
と
思

い
ま
す
。
そ

し
て

、
自
分
の
投
禁

す
る
一
票
に
責
任

も
も

た
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
と
思
う
の

で
す
。

。
人
一
人

が
そ
う
し
た
態
度
で
選
挙

に
皿

め
ば
、

鳧二

と
や
っ
て
よ
か
っ
た

と
い
う
選
挙
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う

か
。
一
人
、

。
人

が

。
票
の
お
も

み
を
わ
か
っ
て
、
自
分
た
ら
の
代
表
者

を
選
び
、
そ
の
人
達

と
協
力
し
あ
っ
て

本
訊
に
な
っ
で
よ
り
よ

い
生
活
、
社
食

な
ど
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
た
ら
、
ど

ん
な
に
す
ぱ
ら
し

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

い
い
え
、
そ
う

い
う
こ
と
は
、
私
達
、

め
い
め
い
の
考
え
方
に
よ

り
て
、
必
ず

で
き
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
に
は
。
一
人

。
人

が
選
挙
の
皿
要
性
と
自
寛
あ
る
行

勦
に
つ

い
て
、
も
っ
と
深
く
考
え
て
み

る
こ
と
が
必
嬰
だ
と
思
い
ま
す
。

佐藤 玲子さん

佐
－

保
子
さ
ん

一

町
職
員
の
人
事
異
動

四
月
一
日
付
（

）
は
旧
任

ご

苦
労
様
で
し
た

。

木村けさみさん

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す蓬 Ⅲ 英 右大 波 和 浩引 地　 良

町
職
員
の
人
事
異
動
が
四
月

一
口
付

で
発
令
さ
れ
ま
し
た

。

退
職

▽
木
付
け
さ
み
（
藤
旧
小
用
務
員

）

新
採
用

▽
蓬
田

英
右
（
総
務
課

）

▽
大
波
和

浩
（
住
民
課
）

▽
引
地

真
（
保
健
課
）

冥
動
お
よ
び
昇
格

二

内
は
旧
任

▽
総

務
課
文
杏
係
艮

（
公
民
館
係
長

）

小
池
芳
劣

▽
公
民
館
係

長

一
同
公
民
館

係

｝
吉
Ⅲ
孝
夫
▽
税
務
踝
固
定
資
産
係

長
（
産
業
課
曜
業
係
長
）
菊
地
牟
吉
▽

産
業

課
産
業
係
長
（
税
務
課
固
定
資
厘

係

長
）
佐
藤
則
雄
▽
税
務
課

徹
収
係
長
　

｛

総
務
課
文
‘’‥
係
長
｝
古
川
比
司
▽
公

民
館
社
会
体
育
係
長
（
税

務
課
徴
収
係

長

）
奥
山
隆
夫
▽
教
委
誰
校
教
青
係
長
　

（
同
社
会
教
育
係
長
）
占
田
俊
江
▽
教

委
社
会
教
育
係
長
・
社
会
教
育
紅
事
（

企
画
課
広
報
広
聴
係

）
高
檎
弘
信
▽
企

画
課
広
報
広
聴
係
（
公

民
館
公
民
館
係
ｙ

佐
藤
和
夫
▽
公

民
館
公
民
館
係
（
税
務

課
固
定
資
産
係
）
佐
藤
政
弘
▽
税
務
課

固
定
資
産
係
｛
同

賦
課
係

｝
武
Ⅲ
Ｗ

▽

税
務
課
賦
課
係
（
総
翻
課
付
県
出
向
）

安
藤
信
男
▽
傑
健
課
保
髄
術
生
係
（
住

民
課
戸
籍
住
民
係
）
羽
恨
田
孝
司
▽
水

道
課
水
道
係
（
教
委
県
北
中
上
査
）
谷

津

美
代
ｆ
▽
教
委
県
北
中
ｔ

査
（
水
道

課
水
道
係

）
中
野
成
ｆ

▽
蘰
Ⅲ
小

務

ｎ

｛
藤
川
傑
育
所
調
理
員

｝
宍
戸

乖

▽
藤
Ⅲ
保
宵
所
調
理
口

（
公
民
綰
用
務

Ｍ

）
木
村
竹
’ｒ



人
所
児
童
を

募

集
し

ま

す

藤
田
保
育
所

藤
田

保
育
所
で
は
、
人
所
児
醍
を
、

次
に
よ
り
叫
募
集

い
た
し
ま
す
、

○
夢
集

期
間

四

月
中
（
日
曜
・
祭
日

は
除
く

）

平
日

午
前
八
時
半
～
午
後
五
時

土
昭
日

午
前
八
時
半
Ｉ
正
午

○
受
付
場
所

藤
剛
保
青
所

ｏ

対
象
年
令

満
一
綫
　
エ
　（

昭
和
瓦
十
八
年
四
川

一
日
現
在

）

く
わ
し

い
こ
と
は
、
藤
田

保
肓
所
｛
魯

ニ
ニ
ー七
四

｝
か
、
役
鳩
隆
民
課
福
祉
係

（
霤
二
｛

。
ご

に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

※
な

气

定
八

に
な
り
次
第
締
切
ら
せ

て

い
た
だ
き
ま
す
。

引
つ
越
し
前
に

電

話

の

移
転

を

福
島
電
報
電
話
局

四

川
か
ら
五
月

に
か
け
て
は
、
転
勤

・
帆
職
な
ど
。
引

っ
越
し
の
多
い
月
で

す
。
電
話
の
移

転
工
１
も
人
変
混

み
合

い
ま
す
。

引
っ
越
し
先
が
き
ま
り
ま
し
た
ら
、

ご
舟
皇
の
日
に
取

り
付
け
工
小
が
で
き

る
よ
う
、
ヤ
1
1
前
く
ら
い
に
、
電
話
Ｑ

へ

お
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
。

い
ま
の

電
話
を
お
使
い
に
な
り
な
が

ら
、
引

っ
越
し
先
の
電
話
Ｑ

へ
取

り
付

け
の
予
約
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
お
問

い
合
せ
、
ご
相
談
は
、

花
園
営
裏
窓
口

に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

｛
ａ
Ｏ
二
四
托
上

二
。
一
二

〇
〇
〇

｝

地
価
公
示

制
度
の
ね
ら
い

土
地
の
価
格

は
。
他
の
商
品
の
価
格

と
異
な
り
、
正

確
に
把
握
す
る
こ
と
は

非
常
に
髓
か
し
く
、
ま
た
、
思
惑
な
ど

に
よ
る
不

当
な
付

け
碵

が
、
周
辺
の
地

価
形
成
に
悪
彫

響
を

お
よ
ぽ
し
て
い
る

場
合

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
価
公
示
制
度
は
、
国

が
標
準
的
な
土

地
を

遡
び
、
判
定
し
た

適
正

な
価
格
を

、
国
民
の
皆
様
に
お
知

ら
せ
し
て
、
土

地
の
売
買
な
ど
に
当
た

つ
て
。
指
標
と
し
て
活
附
し
て
い
た
だ

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
地
価
公
示
制
度
は
、
公

共
事
業
に
際
し
て
、
用
地
を
取
得
す
る

と
き
に
参
考
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
岡

土
利
ｍ

叶
画
法
に
よ
る
土
地
収
引
規
制

の
、
基
礎
な
ど
と
し
て
広
く
利
川
さ
れ

て
い
ま
す
。

地
価
公
示
価
格
と

そ
の
決
定
の
し
く
み

○
地
価
公
示

価
格
は
、
「
正
常
価
格
」

と
よ
ぱ
れ
る
売
り
手
に
も
買

い
手
に

も
片
寄
ら
な
い
適
正
な
価
格
で
す
。

〇
地
価
公
示
価
格
は
、
不
動
産
の
鑑
定

評
価
ま
た
は
土
地
制
度
に
関
す
る
学

巓
経
験
者
の
う
ら
か
ら
、
国
会

の
同

意

を
得
て
任
命
さ
れ
た
委
員
か
ら
な

る
土
地
鑑
定
委
員
会
が
判
定
し
て
公

示

す
る
も
の
で
す
。

地
価
公
示
価
倫
の

利
用
方
法

○
地
価
公
示
価
格
は

①
露
年
四
月
一
日
に
官
俄
で
発
表

さ
れ
る
ほ
か

②
邵
道
府
県
庁
、
関
係
市
区
町
村

の
役
場
、
出
張
所
へ
行
け
ば
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

地
価
公
示
制
度

ご
利
用
に
あ
た
つ
て
の
注
意

○
地
価
公
一
小
価
柿
の
利
用

に
あ
た

っ
て

は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
地
価
公
示
価
格
は
、
毎
年
一
月

一

Ｈ
硯
在
の
価
格
で
す
。

②
地
価
公
示
価
格
は
、
標
準
地
に
建

物
な
ど
が
建
っ
て

い
な
い
も
の
、

す
な
わ
ち
更
地
と
し
て
の
一
平
方

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
の
適
正

な
価
格

で
す
。

③
太
地
の
ね
だ
ん
は
、
聞
口
や
奥
行
。

形
状

な
ど
の

い
ろ

い
ろ
な
要
因
の

差
に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
の
で
、

地
価
公
示
価
格
を
ご
参

考
に
す
る

場
合
に
は
。
い
っ
し
ょ
に
公
表
さ

れ
て
い
る
標
準
地
の
形
状
、
周
辺

の
土
地
利
用
の
現
況
、
道
路
、
水

道
。
ガ
ス
。
ド
水
道
の
整
備
の
状

況
な
ど
に
つ
い
て
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

〈地価公示制度のねらい〉

収用する土地の補賞金
算定の準側

公共用地取叫の際の
準 剛

不動産の鞏竃評価の
準 則

国土利用叶画法による
椪刪の筐ll

土地取引の指標



善
意
の
窓

町

社
会
福
祉
協
議
会
へ

◆
国
兄
町
呀
￥

乍
級
生
一
同
｛
委
員
長
　

石
川
博
利
さ
ん
｝
か
ら

ヒ
．
六
〇
五
円

「
青
春
祭

」
益
金
の
一
部

◆
国
兇
ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
（
代
表
大
槻
富

保
さ
ん

）
か
ら

二
千
円

◆
福

鳥
信
用
金
庫

一
吾
毒
哲
夫
理
事
長

）

か
ら

三
十
万
円
－

社
会
福
祉
幕
金
と
し
て

国
見
町
防
霜
対
策
本
部
を
設
置

町
で
は
、
緊
樹
な
ど
の
農
作
物
を
遅

霜
か
ら
守
る
た
め
．
町
お
よ
び
関
係
農

袰
団
体
に
よ
る
町
防
霜
対
策
卜
船
（

本

部
畏
、
佐
藤

俾
右

工
門
町
長
ヽ

を
四
月

六
日
設
置
し
ま
し
た
．

霧
が
除
り
る
恐
れ

が
あ
る
場
合

は
、

本
部
よ
り
広
報
瞋
、
有
線
放
送
に
よ
り

広
報
い
た
し
ま
す
が
．
深
次

に
わ
た
る

場
合
が
多
く
、
ご
迷
惑

か
ヽ

．思

い
ま
す

が
．
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
艱
い
い

た
し
ま
す
．

な
お
、
降
霜
の
畤
は
重
油
な
ど
を
燃

焼
す
る
た
め
、
黒
煙

が
町
全
体

に
広
が

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
翌
朝
は
洗

た
く
物
な
ど
に
じ
ゅ
う
ぷ
ん
注
意
し
て

く
だ
さ

い
．

遅
霜
の
被
客
を
最
少
限

に
す
る
た
め
、

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
轂

い
い
た

し
ま
す
。

※
期
問
は
四
（
り
ヒ
Ｈ
Ｉ
丘
Ｈ
三
ト

ー
日
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心配ごと相談日
場所：没場二階扣鴣室1●筒人|14･らお４りFおヽS

時間：９畤～1３1

こまったことや、相鴆ごとがあり ましたら、

む飢畦 にご相談下さい。秘密は絶対1: 守ります。

〔相談口3

４月25 日叩 曳地 粹作
．鰹雌フ サイ

５月4 日 ( 久間 嶄．朝内　 ひで
Ｓ月14 日出 樋口　 弘．村上ハッヨ

＠

電
線
の
近
く
で
作
集
す
る
と
き
は
、

頭
上
の
電
線
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

恥
夐
場
付
近

に
電
線
が
あ
る
と
き
は
、

事
前

に
暇
北
電
力
へ
ご
連
絡
く
だ
さ東北 電力

こよみ
４月　卯月（うづき）

17  Ⅲ 田 町議 会議ｎ 選堆;11示l］

18凵叩 発明の日

20  Ⅲ 逓信記念日・郵便週啝1

2Ⅲ 印 穀 雨

2栩 旧｝ 町議 会議ｎ 選挙投票日

2911吻 天気誕生日

５月　五月（さつき）

凵1{ｍ　メーデー

3 1.1淘 憲法肥念日

5 11申 子どもの11

6 Ⅱ 立　 夏

8 LI(11)母の日・世外赤十字デー

10[|(洳 愛鳥週間

メ ダ ヵ

ド
ン
バ
イ
コ
．
メ
ン
ダ
．
コ
マ

ン
ジ
ャ
コ
、
オ
キ
ン
チ
？
．
ト
ン

ボ
ー

こ
り

何
の
こ
と
だ
か
分

か
り
ま
す
か
．
ど
れ
も
メ
ダ
カ
の

お
国
１
葉
で
す
．

メ
ダ
カ
は
．
北
海
道
を
除
く
日

本
の
各
地
に
広
く
見
ら
れ
、

音
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
だ

け
に
、
呼
び
名
も
地
方
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
．
そ
の
数

は
二
千
に
も
上
る
と
い
わ
れ

ま
す
．

体
長
二
・
五
セ
ン
チ

か
ら

四

で
ン
チ
．
８
本
の
負
の
中

で
は
最
も
小
さ
く
．
そ
の
た

め
か
．
メ
ダ
カ
も
魚
（
ト
ト
）

の
う
ら
」
な
ど
と

い
っ
て
か

り
か
わ
れ
て

い
ま
１

し
か

弌
遺

伝
な
ど
の
研
究
用
と
し
て
、
メ
ダ

力
社
人
間
の
た
め
に
結
構
役
立
っ

て
い
ま
す
．

メ
ダ
カ
は
歳
時
紀
の
上
で

は
夏

の
季
題
で

す
が
．
眷
ら
し

い
雰
囲

気
の
魚
で

む
あ
り
ま
す
．
眷
に
な

り
水
温
が
上
が
る
｛
摂
氏
十
三
度

く
ら

い
｝
と
活
動
し
だ
す
こ
と
や
．

．
眷
の
小
川
’の
耿
に
登
場
す
る

．

と
い
っ
た
こ
と
か
ら
で

し
ょ
う
．

メ
ダ
カ
の
群
れ
が
列
を
作
っ
て

ス
イ
ス
イ
・泳
ぐ
の
を
見
る
と
．
小

学
校
の
新
入
生
の
集
団
登
校

風
景
を
思
い
出
し
ま
す
．
子

洪
を
集
団
登
校
さ
せ
る
か
．

個
人
で
登
校
す
る
．
い
わ
ゆ

る

．
さ
み
だ
れ
登
校
゛
か
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
岐
の
道
路
事

喟
や
交
通
事
情
に
よ
っ
て
決

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

な
お
　
集
団
登
校
を
さ
せ

る
鳩
合
に
は
、
子
供
が
り
Ｉ

ダ
ー
を
頼
り
に
し
て
歩
き
．
自
主

的
な
刈
断
と
行
動
が
損
な
わ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
の
で

、
象
団
の
一
人

一
人
が
安
全
を
確
認
し
て
行
動
す

る
よ
う
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
こ
と
で
す
．

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
．
入
学

シ
ー
ズ
ン
は
．
特
に
通
学
に
不
慣

れ
な
新
入
生
が
歩
い
て
い
る
わ
け

で

す
か
ら
、
運
転
に
は
く
れ
ぐ
れ

も
産
意
し
ま
し
よ
う
．



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

電

略

|公２６ワ６

㈲4  1 5  6

社
会
教
育
指
導
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
、
早
田

精
さ
ん
が
三
月
三
十
一
日
付
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

後
任
と
し
て
ヽ

阿
部
瓶
卦
さ
ん
（
大
木
戸

・
5
9歳
）

が
四
月
一
日
付
で
任
命
さ
れ
、
高
齢
者
教
室
、
成
人

学
級
を
中
心
に
社
会
教
育
活
動
を
行

い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

早
　
田
　
　
　

精

三
月
三
十
一
1
1．
春
の
陽
を
浴
び
な

が
ら
、
渡
辺
公
民
館
長
さ
ん
、
小
池
係

長
さ
ん
に
見
送
り
項
い
て
ご
こ
年
問
の

公
民
館
の
務
め
を
終
え
ま
し
た
。

三
年
前
、
学
校
を
退
暇
し
た
1
1も
、

沈
丁
花
の
香
が
に
お
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
・こ
の
日
も
、
甘

い
香

が
迎
え
て
く

れ
て
、
歳
月
の
流
れ
の
早

さ
を
し
み
じ

み
と
思

い
ま
し
た
。

学
校
教
育
の
場
か
ら
、
社
会
教
育
の

場
へ

と
機
会
を
り
え

て
下

さ
っ
た
事
は
、

私
に
と
っ
て
は
、
貪
重

な
経
験
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
公
民
館
畊
業
の
多
種
多
様

さ
と
、
そ
の
何
れ
も
が
、
人
間
の
生
涯

教
育

に
結
び
つ

い
て
行
く
瘋
人
さ
を
思

う
と
き
。
非
常
助
で
あ
っ
て
も
甘
え
て

は
い
け
な

い
、
も
一つ
と
一
綿

に
勉
強
し

な
く
て
は

と
、
自
分
自
‥身

に
言

い
き
か

せ
て
は
兒

ま
し
て
も
。
時

に
は
、
と
ま

ど

い
、
迷

い
、
止
め
た
く
な
る
こ

と
も

度
々
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
。
そ
の
間
、
教
育
長

さ
ん
始

め
、
春
日

、
渡
辺
両
桁
導
主
事
の
先
生

方
、
吉
用
、
大
内
、
渡
辺

の
一
二
代
の
館

長
さ
ん
の

ご
桁
郡
と
励
ま
し
の
言
葉

に

よ
っ
て
、
又

心
優
し

い
職
貝
の
方
々
に

支
え
ら
れ
て
、
何
と
か
三
年
閥
を
無
事

全
う
し
た
感
じ
が
致
し
ま
す
。

考
え
て
み
ま
す

と
、
本
当
に
人
と
人

と
の
出

逢
い
の
不
思
嵎
さ
を
思
い
ま
す
。

あ
の
ま
ま
、
家

に
居
り
ま
し
た
ら
、
恐

ら
く
鳥
齢
右
教
室
の
方
々
と
も
、
乳
幼

児
学
級
の
方

々
、
傑
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

の
方
々
と
の
出
逢
い
も
な
か
っ

た
で
し

ょ
う
。
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中

か

ら
、
多
く
の
も
の
を
学
ば
せ
て
頂

き
ま

し
た
。

今
険
は
。
こ
の
三

年
間
で
得
ま
し
た

事

を
、
私
自
身
の
生
涯
教
育
の
一
財
産

と
し
て
、
生
か
し
て
参
り

た
い
と
思

い

ま
す
。

本
当
に
お
世
話
譁
に
な
り
ま
し
た
。

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

阿
　
部
　
岑
　
生

此
の
度
、
は
か
ら
ず
も
町
社
会
教
育

指
導
μ
と
し
て
公
民
館
に
勧
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

中
学
校
で
、
生
幃
だ
け
を
相
手
に
し

て
き
た
払
が
、
社
会
教
育
な
ど
と
異
っ

た
分
野
で
の
仕
事
に
、
い
さ
さ
か
と
ま

と
い
を
感
ず
る
と
同
時
に
、
不
安
で
Ｉ

ぱ
い
で
す
。
公
民
館
に
勤
め
る
に
あ
た

つ
て
の
抱
負
を
・
・
：

な
ど
と
い
わ

れ
ま
し
た
が
、
社
会
教
育

に
対
し
て
の

勉
強
不
足
。
現
在
ま
で
の
関
心
の
た
り

な
さ
な
ど
か
ら
ど
の
よ
う

に
仕
夢
を
進

め
て
行

。り
た
ら
よ
い
か
又
ど
の
よ
う
に

十

べ
き
か
兇
当
の
つ
か
な

い
現
在
抱
負

な
ど
と
大
そ
れ
た
こ
と
な
ど
考
え
る
余

裕

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

只
こ
れ
か
ら
、
自
分
の
仕
事
に
忠
実

に
は
げ
み
、
勉
強
し
少
し
で
も
私
遠
の

国
兄
町
の
社
会

教
育
の
発
膕

に
役
立
つ

よ
う
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
ぺ
ん
た
つ
を
お

斡

い
い
た
し
ま
す
。

公

民
館
職
員
の

人
事
異
動

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

文
耆
係
長

小
池
芳
男
（
係
　

長
）

企
画
課
　

催
藤
和
夫
（
主
　

亊
）

保
育
所
　

木
村
竹
子
（
用

務

員
）

よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

社
会
体
宵

係
　

長

奥
山
隆
夫
（
税

務

踝
ｙ

ｔ
　

事

佐
藤
政
弘
（
税

務

課
）

公
民
館
係
長
吉
田
孝
夫
（
主
　

査
）

峯
公
民
館
の
用
務
員
は
藤
田
小
掌
校
を

退
職
さ
れ
た
木
村
け
さ
み
さ
ん
に
お
載

い
を
し
ま
し
た
。二

内
は
旧
任

趣

味
の
合
同

習
作

展
の

お

知
ら
せ

第
七
回
合
同
（

カ
メ
ラ
・
書
道
・
日

本
画
・
俳
句
・
は
り
絵

）
習
作
展
を
開

催
し
ま
す
。

怛
例
の
町

農
業
市
開
催
中
で
す
。
皆

様
お
揃
い
に
て
御
高
覧
下
さ

い
。

日
時

五
月
四
～
五
日

二
日
間

午
前
九
時
～
午
後
三
時
迄

会
櫑

国
見
町
公
民
館
講
堂

主
催

陶
見
町
趣
昧
の
合
同
習
作
浦

実
行
委
員
会

後
援

岡
兄
町

教
育
委
員
会



昭
和
五
十
八
年
度

学
級
生
を

募
集
い
た
し
ま
す

公
民
館
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
の

次
の
半
級
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

一
人
一
人
が
、
社
会
の
な
か
で
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
自
分

の
テ
ー
マ
を
発
見
す
る
。

こ
こ
に
「
学
び
の
出
発
」
の
基
本
的

な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
情
報
の
氾
濫

す
る
現
代
で
す
が
、
あ
く
ま
で
自
分
自

身
の
問
題
意
識
を
目
覚
め
さ
せ
、
な
に

か
を
学
ぽ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

さ
あ
、
あ
な
た
も
『
学
び
の
出
発
』

を
・
・
・
・
世
界
が
い
き
い
き
と
み
え

て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

青
年
学
級

◇
霆
　

員

四
〇

名

◇
申

込

み

四

月
中

※
町
内
在
住
・
在
動

の
二
こ
一
歳
迄
の
寿

年
男

女
（
学
生
も
可

）

中
央
婦
人
学
級

◇
対
象町

内
に
住
ん
で
い
る
婦
人

町
内
に
助
務
し
て
い
る
婦
人

年
令
は
問
い
ま
せ
ん

◇
募
集
人
員

五
〇
名

月
一
と

。回

午
前
九
時
一
二
○
分

／
卜

．
時
．・
．０

分

◇
ノ
切

四
リ

ュ
○
凵
迄

成
人
学
級

◇
対
象町

内

に
住
む
壮
年
男
夊

◇
募
集
人
員
　

瓦
○

名

日
一
？
二
川

午
僮

一
時
．こ
○
分

～

一
こ
時
↓こ
○
分

◇
／
切

四
月
三
〇
Ｈ
迄

手
話
サ
ー
ク
ル

１
話
を
覚
え
。
友
遠
の
輪
を
広
げ
ま

◇
活
助
日

‥毋
週
木
曜
Ｈ

◇
鳩

所

国
‥”
町
福
阯
セ
ン
タ
ー

相
談
室

◇
時

間

で

険
匕
時
し
○
分

？

九
時
．
‘一
〇
分

◇
運
輸
売

国
μ
’町

人
字
石
雌
田

字
山
Ⅲ
六
．こ
番
地

菊
地

忠
良

魯
四
五
〇
九
　

｀

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
で
健

康
な
汗
を
流
し
ま
し

◇
活
助
日

毎
週
木
曜
日

◇
場

所

県
北
中
学
校
体
育
館

◇
時

間

午
後
七
時
．こ
○
分

？

九
時
．二
○
分

◇
連
絡
先

国
兒
町
大
字
山
崎

字
眼
滝
山
上

ニ
ー
瓦

吉
三
　
第
　
ド

酋
二
三
〇
三

新
刊

書
紹
介

断
澹

太
閤
記
几

Ｉ
瓦
｝
古
川

英
治

私
夲

人
弔
記
几
一

四
）
　
　
々

断

７
家
物
語
匸
一

八
｝
　
　
々

生
命
が
冖
の
医
者
選
び
　
ふ
け
た
か
し

学
生
作
家
の
群
　
　
　

富
島

健
夫

ミ
ス
テ
リ
ー

列
唯
が
消
え
た
　

西
付
巾
太
郎

眞
金
流
砂
　
　
　
　
　

中
津

丈
彦

蓄
き
狼
　
　
　
　
　

片
Ｌ
　

靖

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
暗
殺

粛
藤
　

栄

吟
闘
の
峨
蝕
　
　
　
　

津
村

秀
介

常
々
た
る
打
算
　
　
　

城
山
　
二
郎

駈
け
落
ら
は

死
体
と
と
も
に

赤
川

次
郎

あ
つ
か
し
忸
句
会

山
笑
う
牧
鳩
の
屋
根
は
奥
赤
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　

奥

山

甲

二

悲
畧
交
々
中
国
孤
児
や
鳥
帰
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊

Ⅲ
　
一
　
陽

九
十
の
生
涯
そ
よ
り
／
Ｘ
や
春
の
峨
　
　
　
　
　
　
　

匯

藤

痴

仏

窓
包
し
に
春
山
と
く
と
兒
納
め
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　

萩

原

吐

桐

山
に
問
い
山
に
語
り
て
春
の
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俺

藤

国

楓

薄
氷
を
踏
み
で
他
人
の
通
り
遇
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　

高

橋

涌

水

浅
き
弃
老
女
は
縁
で
回
か
縫
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎

藤

山

水

近
寄
れ
ば
匂
い
ほ
の
か
に
讐
解
水
　
　
　
　
　
　
　
　

角

田

昭

子

花
冷
え
や
嫁
ぎ
て
洩
き
係
想
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原

田

和

喜

さ
み
ど
り
の
茎
立
あ
え
て
忌
日
な
り
　
　
　
　
　
　
　

鈴

木

幸

子

巣
ご
も
り
の
藁
ほ
ろ
／
丶
と
古
瓦
　
　
　
　
　
　
　
　

膏

野

か
ね
子

念
仏
講
胡
葱
和
え
る
豆
腐
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤

間

は
る
子

川
　
　
　
　

柳

春
ま
だ
し
昨
日
の
日
和
今
日
の
雷
　
　
　
　
　
　
　
　

藁

藤

義

吉



渡
辺
さ
ん
が

消
防
庁
長
官
表
彰

こ
の
た
ぴ
町
消
防
団
第
二

分
団
長
の

岐
辺
富
男

さ
ん
（
．
心
町
南

―
五
十
九
歳

）

が
消

防
庁
畏
官
鳬
ｔ‥．を
受
け
ご

こ
月
十

二
日

に
彫
山
県
呎
‐”
政
事
務
所
長

か
ら

伝
達
さ
れ
ま

’
）だ
．

渡

辺
さ

ん
は
、
昭
和
こ

卜
．一
年
以
来

今
1
1
ま
で
一
‘．十
丑
年
以
ｈ

、
消
防
団
活

勦
を

推
進
し
、
こ
の
間
．
数
多

く
の
火

災
、
災
害
を
く
い
と
め
、
ま
た
予
防
消

防
、
消
防
団
員
の
育
成

、
訓
練

に
幹
部

と
し
て
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
．
今
川

の
表
彰
は
こ
れ
ら
の
功
績
の
た
ま
も
の

で
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

表彰を受 ける渡辺富男さん

媒
妁
人
に
感
謝
状

町

の
農
業
ｌ
ｎ

会

で
は
．
円
日
匕
凵

午
後
一
時
三
十
分
か
’｛

役
増
会

嬢
竃
で
．

農
婁
険
畊
者
の
花

嫁
媒
妁
人

に
吋
’

｝气

６

謝

状

な

ど

の

贈

呈

式

を

行

い

ま

し

た
１

こ

の

日

惑

謝

状

を

受

け

た

の

は

、

国

‥ｙ
’

町

農

夐

険

縺

者

の

媒

妁

人

と

し

て

、

尽

力

さ

れ

た

、

町

内

、

町

外

の

媒

妁

人

ト

ー
名

の

ひ

と

た

ち

で

、

そ

れ

ぞ

れ

わ

が

町

の

花

嫁

不

足

を

解

消

し

、

熱

心

に

農

楽

に

健

嘔

す

る

胄

年

た
Ｉ
ち

に

、

夢

と

希

望

を

り

え

て

く

れ

た

み

々

で

す

．．

町

農

終
　
コ

　
ぐ

　
シ

、

昭

和

丘

！

．
．

年

度

か

ら

農

業

後

雛

者

紂

斫

協

議

会

を

発

足

し

．

農

村

花

嫁

対

策

特

別

推

進

委

ｎ

を

委

暇

≒

積

極

的

に

活

動

を

し

て

Ｉ
・
ま

’
』
た

．

媒

妁

人

の

ひ

と

り
･

 一
 `
 
十
 こ
 
4 む
 
-

『
八

取

』

は

、『
農

業

を

と

り

ま

く

状

勢

は

厳

し

い

が

、

片

・
ご

遠

っ

て

農

業

４
‐．（

・

る

の

礼

楽
‐

ミ

疥

塑

が

持

て

ま

す

、

冫
．

派

な

農

芦

浅

継
ｓ
１１

の

呀

犀

が

、

い

‘．

は

い

い

ま

す
　

必

要

な

助

言

ア

ド

バ

イ

ス

は

忸

’
み

ま

せ
・
ダ

と

蹟

っ

て

い

ま

し

町
高
齢
者
肉
用
牛

譲
　
　
渡

ぺ
卜
歳
以
Ｌ
の

む
昨
寄
り
の
方
へ
、

生
き
が
い
を
に
’

え
る
た
．め
の
モ
デ
ル
事

夐
で

、
昭
和
ａ

卜
ｌ
年
度
か
ら
瓦
年
間

の
川
問
で
、
．
．卜
頸
の
和
ｔ
｛
国
補
助

卜
ｈ
頭

、
町
補
助
八
頭

｝
で
始

ま
っ
た

も
の
で
す
。
今
回
潤
了
と
な
り
、
第
一

川
の
譲
渡
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

安
藤
留
作
さ
ん
は
じ
め
。
二
十
名
の

か
た
が
た
が
取
り
あ
げ
た
子
牛
は
、
七

十
頭
を
か
ぞ
え
、
現
代
で
は
孫
の
代
ま

で
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

結ば れた二人

肉用牛第１回譲渡式

戸籍の窓口
に3 月受 付 分 ）

出生おめでとうございます

ｆ の 名　曄 淵 ａ　 部 落
噸　fl じ●んこ)奥山 忠節 大 町 北

正　自 ま さ こ)吉川 和博 裙　 四
篤 史!あ っ し)商檎 孝夫 泉 川 中

忠{ め《･ み}IRlｔ　 勉 源宗山東

美 歌|み　 か)高野 忠重 宮 町 北

純　- り ●ん。ち)八巻 慶一 徳 江 北

八ｆ佗|や ち か)遠藤 郵攅 並　 柵

発　｜'JJ うl佐々木佐･ 郎石母川北

祐 ﾉ い ゆ う た3鈴木 和拑　11　 Ⅲ

保　lた も っ)菊地　 隆i　　l-

望　¶の ぞ み3安係子和人¥i 町・
良　也|ヨ し やla 蘓 公・ 町　 柬

ご結婚おめでとうございます

氏　　 ｇ　　　　Ｓ　鷁

佐 蘓 弘tll　　 薹　 樗

志 村 和　f･　　 鳥　 城

i瓊 辺IE 弘　　 光 回ll寺

人　沼　まゆみ　　ll　 川

蓬 ⅢIE 芳　　 １ Ⅲ1.1

帖 峨 住　j･･　　仙 台1111
･k 鳥　　 に　　 ，鳥　 城

剛 部 朷　f･　　 Ｑ　 折

おくやみ申し 上げます

氏　　 Ｋ　 年齢　蒿　;s

矜 勢IE　 利 政3　人　 坂

硲 藤　ッルヨ　63 闘　?;

佐 藤 巾11力 卯 鳥　 臧

梅 汁 モ　1･81　 ，r!.収

人 口 と 世帯

４月１日現在(前月比)３月中のうごき

人
　
　

口

男5.84 人(  ｰ 7 )

女6.  例 5人(  十 5 )

計.149 人(  - 2 )

世帯 数2.  部 0戸(  十 3 )

転　人56人

転　出66人

出　生12人

死　亡４人

編

集

日

記

○
今
川
の
町
吸
八

の
人
事
異
動
に
よ
り
、

今

ま
で
瓦
年
川
、
広
報
広
聴
を
担
当
し

て
き
た
高
鳴
弘
砒
さ
ん
が
、
教
育
委
員

会
社
教
係
長
と
し
て
転
任

い
た
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
私
こ

と
佐
藤
和
夫
が
公

瓜
館
よ
り
異
助
し
、
広
報

広
聴
係
を
担

当
い
た
し
ま
す
。
超
ベ
テ
ラ
ン
の
鳥
鳴

さ
ん
の
足
元
に
も
お
よ
び
ま
せ
ん

が
、

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
頑
張
り

ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
啣

い
い
た
し
ま
す

。
な

お
、
広
報

に
つ

い
て
の
ご
意
見
、

ご
要

望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
し

ど
し

ご

投
稿
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　

ｓ
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